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本研究は書籍の購入者が書籍に対してどういったことが得られると想定し，どの点を比較し，購入

しているかを明らかにする．現在，電子書籍と紙の書籍に掲載してある情報には差異がある．その状

況で目的にあった購入時の選択が行えるように，購入者がどの点に着目して購入時の選択を進めて

いるかを，書籍の購入に関するストーリーと比較項目のチェックリストを用いて調べた． 

実験参加者14名を対象として調査した．結果，4つの課題でいずれも選択されていた人数が5人以

上であったのは値段である．また書籍の種類や読む目的を変更すると，着目する項目が変化する

と考えられる． 

  

The paper reports that book purchasers suppose what gain from books under the 

situation where contents of e-book and print book are not identical. This report examined 

what is purchasers’ point of focus at the time of purchase along with their purpose by 

using stories on buying books and checklist of criteria. 

We recruited 14 university students. As a result，the price was the only criteria selected 

by 5 or more participants in all the 4 tasks．In general, we observed that different genres 

of books and reading purpose resulted in the change to participants’ point of focus. 

 

キーワード: 電子書籍， 紙の書籍， 購入， 比較， 選択 
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1 はじめに 

 本稿での電子書籍とは「書籍や出版物の

情報をデジタル化し，印刷物の替わりに電

子機器のディスプレイ上で閲覧可能なコン

テンツ」とする[1]． 現在，電子書籍の利

用率が増加しつつある[2]．電子書籍と紙

の書籍を併用している利用者も存在して

いる[3]．そういった利用環境の中で，同

じ内容の作品が紙の書籍と電子書籍で出

版されている場合もあるため，電子書籍

を買うか，紙の書籍を買うか，を選択す

ることもでてくるだろう． 

 ここで問題となるのが電子書籍と紙の

書籍に掲載してある情報には違いがある

場合である．電子書籍の機能の面では，

電子書籍ではコピーが可能であると考え

購入したにも関わらず，DRMがかかってお

り，コピーが出来ないという状況も考え

られる．また，例えば，Amazonで販売さ

れているKindle版「グイン・サーガ①豹

頭の仮面」を読むと，紙の書籍に収録さ

れている挿絵や表紙がない． 

ここから，購入前に書籍から得られる

情報や機能として期待していたものが得

られないといった問題が考えられる．も

しくは，購入後に購入したものとは別の

版に掲載されている情報について知り，

そちらの版を購入すればよかったと購入

者が感じる場合も考えられる． 

そこで，本研究では，購入者の希望や

目的にあった選択を可能にすることを目

指す．そのため，購入者が書籍に対して

どういったことが得られると想定し，比

較を行って購入しているかを明らかにす

る． 

今回は研究の第一段階として，電子書

籍と紙の書籍を比較する際にどのような

項目が比較の項目として存在しているの

かを調査する．今回は調査のリサーチク

エスチョンを「紙の書籍・電子書籍を購

入する際の比較の判断材料としてどのよ

うな項目があるのか？」とする． 

 

2 関連研究 

 関連研究として，高野らの研究 [4]を

取り上げる．この研究では，タブレッ

ト・電子ペーパー・ノートパソコン・紙

の書籍で小説の読みやすさを比較する．

読みやすさは認知的負荷や読む速度・主

観的評価といった点で測定している．結

果としてはページめくりがない場合だと

４つの速度は同水準、有りだと、タブレ

ットが速く、認知的負荷は有意な差がな

かった．主観的評価に関しては紙が高評

価だった。この研究は読みに着目して比

較を行っている点が今回行なう購入に着

目して行なう調査とは違うと考えられる.  

 次に取り上げるのは渡部の研究 [5]であ

る．電子書籍の利用促進を図るため，電

子書籍・紙書籍利用者の意識や行動の差

異を，WEBアンケートを用いて分析・比較

する研究である．結果としては，電子書

籍利用者は書籍全般への関心が高く，紙

の書籍にあまり満足していない．紙書籍

利用者は小説への関心が高いが、紙の書

籍により満足しているということが分か

った．この研究は本研究とは異なり，直

接，紙の書籍と電子書籍を比較すること

は行なっていない．研究の対象として

は，紙の書籍のみを読む人を含んでい

る． 

 

3 実験
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 同じタイトルの作品で，電子書籍と紙

の書籍を2つ用意し，実験参加者が比較す

る項目としてどんなものが考えられるか

をチェックリストと自由回答で答える課

題を行う．電子書籍の利用についてのア

ンケートも実施する． 

 

3．1 実験参加者 

 実験参加者は大学生14名である．対象

者の概要は以下の表1の通りである。対象

は電子書籍について全く知らないと知識

の差によって回答の違いがでそうだと考

えたため，無料・有料を問わずに電子書

籍を利用した経験のある人とした． 

表表11 実験参加者の概要 

 
 

3．2 実験デザイン 

書籍のジャンルと読書の目的の2つをそ

れぞれ被験者内要因として設定する．実

験で使用する書籍のジャンルは，電子書

籍のジャンルごとの販売数が多い上位3つ

[6]を選択した．上位3位に入るジャンル

はコミック、文芸小説、趣味・実用・ガ

イドである． 

比較をしてもらう前に，項目を出しや

すくするため，電子書籍か紙の書籍のど

ちらを購入するかを迷っているという内

容のストーリーを読んでもらうこととす

る．ストーリーにおける，目的として

は，PIRLSと呼ばれる国際教育到達度評価

学会が行なっている読書力調査[7]を参考に

決定した．その目的は「文学的体験のた

めの読書」，「情報の獲得と使用のため

の読書」の2つである．この目的と本のジ

ャンルを組み合わせ，課題を作成した．

ただし，マンガで「情報の獲得と使用の

ための読書」という目的を設定したり， 

趣味・実用・ガイドで「文学的体験のた

めの読書」を目的としたりすると，スト

ーリーを成立させることが難しかったた

め，その2つの組み合わせは省いた． 

作成した課題の組み合わせは表2の通り

である． 

表表22 課題の目的と使用する書籍のジャンル 

 

それぞれの条件で作成したストーリー

を付録に記載する． 

  

3．3 実験手続き 

実験の流れは図1に示す．事前のアンケ

ートへの回答後，アプリケーションの使

い方を簡単に説明，ストーリーを読んで

もらい実際に電子書籍と紙の書籍を見な

がら課題に取り組んでもらう．4つの課題

の終了後に事後アンケートに回答する．

課題の順序は順序効果を避けるため，実

験参加者間で偏りが無いよう設定した．

人数 14名
性別 男性2名　女性12名

専攻

図書館情報学
心理学
情報工学
教育学

年齢 平均21歳(19歳～26歳)
国籍 日本12名　中国2名

 

課題名 目的 書籍のジャンル

A
文学的体験
のための読書

マンガ

B
情報の獲得と使用
のための読書

趣味・実用・ガイド

C
文学的体験
のための読書

文芸小説

D
情報の獲得と使用
のための読書

文芸小説
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図図11 実験の流れ 

 

3．4 実験材料 

 実験で使用する書籍は4冊すべてが紙の

書籍と電子書籍が存在する作品である． 

使用する書籍の書誌事項は表3の通りであ

る．電子書籍端末はFire HD 8というタブ

レットを使用する．画面サイズは8インチ 

HDである．電子書籍としてはAmazon 

Kindle版を使う． 

表表33 書籍の書誌事項 

 

 

3.5 アンケート 

 アンケートは課題を行なう前と行なっ

た後に回答してもらう．アンケートは

Googleドキュメントで作成し、パソコン

上で回答する． 

 課題前の事前アンケートで聞いたのは

以下の項目である． 

・所属 

・年齢 

・読書量 

・電子書籍の利用の有無 

・電子書籍を購入する際に利用するスト

ア 

・電子書籍を読む頻度 

・電子書籍を読む際に使うデバイス 

・電子書籍・紙の書籍でよく読む本のジ

ャンル 

・購入した経験のある電子書籍のジャン

ル 

・読んでいる本の中で電子書籍の占める

割合 

課題後の事後アンケートで聞いたのは

以下の項目である． 

・電子書籍の機能として知っているも

の 

・電子書籍の機能でよく使用するもの 

 

3．6 比較項目 

 比較する際に使用するチェックリスト

に掲載したのは以下の11項目である． 項

目は電子書籍や紙の書籍のオンライン上の

販売サイトに掲載されている情報を参考に

して作成した．これらに加えて自由回答が

できる欄を用意した． 

・値段 

・カバーを外した際の表紙・裏表紙の有

無 

・挿絵の有無，写真・図版の有無 

・あとがきの有無 

・奥付の有無 

・本のジャケットの折り返しの有無 

・付属CDに含まれているデータの有無 

・帯の有無 

・裏表紙の有無 

・カラーページの有無 

 

課題
名

題名 著者 出版社 出版年
ページ
数

ジャンル

A 鋼の錬金術師(1) 荒川弘
スクウェア・
エニックス

2002 186 マンガ

B
経理以外の人のための
日本一やさしくて使える

会計の本

久保
憂希也

ディスカヴァー・
トゥエンティワン

2010 250
趣味・
実用・
ガイド

C
グイン・サーガ①
豹頭の仮面

栗本薫 早川書房 1983 285
文芸
小説

D
アヴェ・マリアの
ヴァイオリン

香川
宜子

KADOKAWA /
角川書店

2015 269
文芸
小説
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3．7 チェックリスト以外の質問 

 チェックリストによる回答以外で，質

問に記述式で回答してもらう．1つ目は

「どんな利用方法があると想定して，項

目を考えたかを教えてください．」とい

う問いである．2つ目は「ストーリーの内

容に合わせるために，選んだ項目・選ば

なかった項目があれば教えて下さい．」

という質問である． 

4 結果 

4．1 アンケート結果 

 「電子書籍を利用する際に使うデバイ

ス」の質問結果を図2に示した.スマート

フォンを選択した参加者が9人と，他の選

択肢と比べて多かった． 

 
図図22 電子書籍を読む際に使うデバイス(複

数回答可)単位：人 

 

 「電子書籍を読む頻度」の質問結果を

図3に記載した．電子書籍を1週間に1度以

上の頻度で使うと回答した人数は3人だっ

た． 

 

図図33 電子書籍を読む頻度 単位：人 

 

「電子書籍でよく読む本のジャンルに

ついて」という質問の結果を図4に示し

た.マンガや小説をよく読むと回答した実

験参加者が5人以上いた． 

また，「電子書籍で購入したことのあ

るジャンル」という質問は図5に示した．

この質問に関しても，マンガや小説と回

答した人数が5人を超えた． 

 

  

図図44  電子書籍でよく読むジャンル(複数回答

可)  単位：人 

 

  

図図55  電子書籍で購入したことのあるジャンル

(複数回答可)  単位：人 

4．2 課題ごとのチェックリストの項目につ

いて 

 表4は課題ごとのチェックリストの項目を

選択した人数を表したものである. 
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表表44 課題ごとのチェックリストの項目を選択した人数

 

4.2.1 課題Aにおける比較項目 

課題Aは，値段，カバーを外した際の表

紙，あとがきの有無，本のジャケットの折

り返しの有無，帯の有無，裏表紙の折り返

しの有無，カラーページの有無を回答した

人数が5人以上だった．目的を「文学的体験

のための読書」としたので，作品を楽しむ

ことに重点をおいて項目が選択されている

と考える．値段に関しては，「どういった

利用方法を想定して項目を選択したか」の

回答によれば，課題で取り扱った作品が長

編作品であったので，全巻集めることにな

ると，費用が気になるということで，回答

した人が多いようだった．カバーを外した

際の表紙，あとがきの有無，本のジャケッ

トの折り返しの有無，帯の有無，裏表紙の

折り返しの有無に関しては，選択理由の回

答によれば，おまけのマンガやイラストが

描かれていることがあるので，選んだとい

う回答がみられた．カラーページに関して

は，マンガは視覚的な作品であると思われ

るので,効果をより楽しむために選んだ人が

いたと思われる． 

 また,マンガであるため,図版・写真の有

無挿絵の有無といった項目を選択する人は

少なかったと考えられる． 

 

4.2.2 課題Bにおける比較項目 

 課題Bは値段，写真・図版の有無，挿絵の

有無，付属CDのデータの有無を選択する人

数が5人以上だった．値段以外は情報の獲得

に関わる項目であるため選んだという回答

があった．趣味・実用書・ガイドというジ

ャンルであることと，情報の獲得と使用の

ための読書という目的にしたため,勉強のし

やすさを考えて, 項目が選択されたと考え

られる．  

4.2.3 課題Cにおける比較項目 

 課題Cは，値段，挿絵の有無，写真・図版

の有無の項目を選択する人が5人以上だっ

た．値段に関しては，課題に使用した書籍

が長編シリーズであるため，全巻集めると

なると金額を気にするという回答が得られ

た．挿絵の有無，写真・図版の有無に関し

ては，物語のイメージがわきやすいよう

に，といった回答がみられた． 

 

4.2.4 課題Dにおける比較項目 

 課題Dは値段・カバーを外した際の表紙,

裏表紙の有無・挿絵の有無・あとがきの有

無・本のジャケットの折り返しの有無・帯

の有無を選択する人が5人以上である。この

課題で扱ったのは，課題Cと同じ文芸小説ジ

ャンルであるが，目的は情報の獲得と使用

のための読書と設定している． 

 カバーを外した際の表紙,裏表紙の有無・

あとがきの有無・本のジャケットの折り返

しの有無・帯の有無は，課題を読書感想文

を作成する筋立てにしたため，作者の考え

や

課題名 値段

カバーを
外した際の
表紙・

裏表紙の有無

挿絵
の有無

写真・
図版
の有無

あとがき
の有無

奥付
の有無

本のジャケット
の折り返し
の有無

付属
CDの
データ
の有無

帯の有無
裏表紙
の有無

カラー
ページ
の有無

A 14 9 2 1 5 3 5 3 7 4 8
B 8 2 6 8 2 3 1 5 1 0 2
C 12 4 7 5 3 2 2 2 2 3 4
D 7 11 9 12 7 6 5 2 5 6 1

あらすじなどを使って書こうと考えて選
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択したという回答が得られた． 

 

4．3 自由回答項目 

 表5に，自由回答項目からあげられた比較

項目を示す. 

 課題Aは，背表紙に絵のたぐいがあるかど

うか、おまけといったマンガでみられる仕

掛けや特典を気にする回答がみられた．背

表紙を選んだ理由としては，「漫画の背の

部分はまれに全巻並べると絵がつながるな

どの仕掛けをしていることがあるため設定

した」という回答がされていた． 

 課題Bは, ハイライトやメモ機能といった

書籍の書き込みに関する回答がされてい

た．理由としては，課題のなかで仕事のた

めに一から勉強するという記述があったた

め，メモをしたり，印をつけてしたりして

知識を得たいという回答がみられた． 

 課題Cは，課題の中で長編シリーズである

という記述があったため，家に置けるかど

うかや大きさを気にした記述がされてい

た． 

 課題Dは，書き込みやブックマークといっ

た点に着目した回答がみられた． 理由とし

ては，読書感想文という課題を行う際に，

引用や読み返しが必要だと考えたという意

見がみられた． 

 課題全体としては，実験参加者によって

回答の種類にバラつきがあった． 

  

表表55 課題ごとの自由回答記述 ()の中は記述

した人数を示す 

課題名 自由回答記述 

A ・次回予告ページの有無 

・版表示 

・完全版の有無 

・読みやすさ 

・ページをめくる作業 

・おまけ 

・書籍として集めたいかどうか 

・背表紙に絵のたぐいがあるか 

・背表紙の有無 

B ・同じ著者、または同じシリー

ズの本の紹介ページ？のような

ものの有無 

・ハイライトの有無((22人人)) 

・メモ機能の有無((33人人)) 

・重量、大きさ 

・太字など強調されている部分

のわかりやすさ 

C ・章・節ごとのスキップ機能 

・検索機能 

・重量、軽さ((22人人)) 

・大きさ((33人人)) 

・厚さ 

・場所をとるかどうか，家に置

いておくことができるか(3(3人人)) 

・好み 

・背表紙の有無 

・装丁 

・電子書籍の端末の値段 

・読みやすさ 

・ハイライト 

・しおり 

・本の入手しやすさ 

D ・戻りやすいか 

・探しやすいか 

・気になった部分を開きやすい

かどうか 

・ブックマーク((22人人)) 

・ノート機能の有無 

・作者の情報 

・書き込みやすいかどうか 

5 考察 

5.1 課題の目的と書籍のジャンル 

 課題AとCは課題の目的は同じである．2つ

の結果の違いは，「カバーを外した際の表

紙・裏表紙の有無」や「帯の有無」という

項目を選択した人数がAは5人以上であるの

に対し，Cは5人以下であることが挙げられ
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を選択したか」の回答によれば，マンガの

裏表紙や表紙におまけのマンガが描かれて

いたり，帯の作者コメントを楽しみしてい

たりするそうなので，選択した人数が多か

ったのではと考えられる．留意点として

は，実験で利用したマンガ作品を読んでい

た実験参加者は8人であったので，その影響

が出ている可能性もある．共通点として

は，値段を選択する人数が，10人を超えて

いる点が挙げられる．自由回答では，共通

点として背表紙といった本の装丁に関する

項目がみられた． 

 課題BとDは課題の目的が同じである． し

かし2つの課題の結果には違いがある．Dで

は帯の有無、あとがきの有無，裏表紙の有

無といった項目を選択する人数が5人を超え

ているが，Bでは5人以下である．逆に，付

属CDのデータの有無はBにおいて選択した人

数は5人以上だが，Dでは5人以下である．理

由としては，「どういった利用方法を想定

して項目を選択したか」の回答によれば，D

は読書感想文を書くというストーリーに合

わせて，感想文を書きやすくするための項

目が選ばれていた．しかしBでは，帯の有

無、あとがきの有無，裏表紙の有無はスト

ーリー上での知識を得るという目的の達成

にはあまり関係がないと判断されたため，

選択がされていなかったと思われる。付属

CDのデータの有無に関しては，Bにおいては

知識を得るために必要だと判断され，選択

されたという回答がみられた．自由回答で

は目的を情報の獲得としたため，検索機能

やメモ機能といった電子書籍の機能に着目

した回答がみられた．加えて，情報を得る

ために読み返しといった作業が必要と考

え，ブックマークや気になった箇所に印を

つけることができるかを気にする参加者も

いた． 

 課題CとDは書籍のジャンルが同じであ

る．BとDの組み合わせと同じく，裏表紙の

有無といった読書感想文を書く際に役立ち

そうな項目を選択する人数が5人を超えてい

るが，Cでは5人以下である．ここから，ジ

ャンルが同じでも目的が異なると着目する

項目が変わると考えられ，本を読む目的は

比較する際に着目する項目に影響を与える

のではないかと思われる．共通点として

は，挿絵，写真・図版の有無を選択した人

数が5人以上である点が挙げられる． 

4つの課題でいずれも選択されていた人数

が5人以上であったのは値段である．また書

籍の種類や読む目的を変更すると，着目す

る項目が変化すると考えられる． 

 

 5.2研究の限界点  
本研究の限界点として大きく分けて2つの

点が挙げられる． 

 1点目は，参加者層の偏りである．今回実

験に参加した人々の電子書籍の利用頻度は

あまり高いとはいえない．加えて，電子書

籍を利用しているデバイスはスマートフォ

ンの利用率が高かった．しかし，今回実験

で使用したデバイスはタブレット端末であ

る．これらの点から，実際に電子書籍を購

入する際とは違った結果になっている可能

性も考えられる． 

 2点目は今回設定した目的・ジャンル以外

の書籍のもつ独自性や属性の影響、課題の

ストーリーの設定の影響が出ている点であ

る．  

6 おわりに 
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を調査した．4つの課題でいずれも選択され

ていたのは値段である．また書籍の種類や

読む目的を変更すると，着目する項目が変

化すると考えられる． 
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付録 

A． 実験課題におけるストーリー条件 

 

課題A「マンガと文学的体験のための読

書」 

あなたは長編シリーズものの漫画を読ん

でみようと考えています。あなたは同じガ

ンガンコミックスで出版された、別の作者

が描いていた作品を読んだことがありま

す。この作品を楽しむには、紙の書籍か電

子書籍どちらで読むか検討してみることに

しました。 

 

課題B「趣味・実用・ガイドと情報の獲得と

使用のための読書」 

あなたは新しく始まる仕事のために、会

計の本を読もうと考え、購入することにし

ました。調べると、その本は電子書籍版も

販売されていることがわかりました。 

会計に関する知識を得るためには、紙の書

籍か電子書籍どちらで読むのがよいのか、

検討してみることにしました。 

 

課題C「文芸小説と文学的体験のための

読書」 

 あなたは読書が趣味です。最近は巻数が

50巻を超えている長編作品を読み始めよう

かと考えています。この作品を自分の環境

で楽しむためには、紙の書籍か電子書籍ど

ちらで読むのがよいのか、検討してみるこ

とにしました。 

 

課題D「文芸小説と情報の獲得と使用の

ための読書」 

あなたは課題で指定された文芸小説の感

想文を書かなくてはなりません。自分が読

書感想文を書くためには、紙の書籍か電子

書籍どちらで読むのがよいのか、検討して

みることにしました。
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